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タイの国王プミポン・アドゥンラヤデート陛下（ラーマ９世）が去る１０月１３日に８８歳で崩御されました。これを受け政府

機関の職員と公務員に対しては１４日から１年間喪に服すよう指示しましたが、一般の国民に対しては適正な判断のもと

行動するよう要請しました。さらに１カ月間娯楽性の高いイベント開催を自粛するよう呼びかけました。 

 

１９４６年６月から７０年もの長期にわたった国王在位期間中、「国父」として国民に敬愛される国王の崩御後のタイ国

内は追悼ムードが漂っていますが、翌１４日には交通機関、金融機関、病院、その他の公共サービスおよび多くの企業

は通常通り営業を実施しており、社会・政治・経済の秩序を保って大きな混乱は見られません。一方では、幾つかのビジ

ネス関連活動・イベントは中止・延期となりました。外国為替市場については短期的に国王関連ニュース等で１０日から

動揺し、１米ドル＝３６．１０バーツまでバーツ安が進行しました。また、タイ証券取引所（SET）指数の終値は１０日から３

日間で１００ポイント近く下落の一途をたどりました。国王崩御から一夜明けた１４日の終値は前日比４．５９％急騰し、国

王の容体悪化が発表される前の水準に近づきました。金融関係者によると、一時的に資本、金融、為替市場が動揺した

ものの、経済のファンダメンタルズ（基礎的条件）が強固なことから現時点において正常化し異常な変動は確認できてい

ないとのことです。年内はバーツ高・株高基調が続くと予測しています。 

 

尚、タイ国家経済社会開発庁（NESDB）は自粛ムードの広がりにより、国内消費や観光業等に多少の影響はあるも

のの、いずれも短期的だと見ています。また、今年の国内総生産（GDP）成長率を３.３～３．５％増の従来予想に据え置

いた半面、タイ中央銀行は服喪期間に一部業界の経済活動が停滞する可能性があるとして、今後の状況を注視する必

要があるとの見方を示しました。 
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